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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 18,451 66.7 3,443 0.9 2,473 4.0

2022年3月期第1四半期 11,066 7.2 3,411 53.0 2,377 34.1

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　△4,469百万円 （―％） 2022年3月期第1四半期　　2,651百万円 （△68.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 59.43 59.36

2022年3月期第1四半期 57.23 57.13

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 3,642,069 149,108 4.0

2022年3月期 3,632,696 154,622 4.2

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 148,914百万円 2022年3月期 154,415百万円

(注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 15.00 ― 25.00 40.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 17.50 ― 17.50 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 25,900 27.2 3,800 △32.4 3,200 △17.0 76.90

通期 45,100 3.6 7,400 △32.4 5,200 △34.5 124.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（５）会計方針の変更」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 42,900,000 株 2022年3月期 42,900,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 1,287,837 株 2022年3月期 1,295,911 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 41,610,198 株 2022年3月期1Q 41,547,039 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

当行としてその実現を約束するものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期の経常収益は、国債等債券売却益の増加等により、前年同期比 73 億 85 百万円増加し 184

億 51 百万円となりました。経常費用は、株式等償却や営業経費は減少しましたが、国債等債券売却損や

国債等債券償還損の増加により、前年同期比 73 億 53 百万円増加し 150 億８百万円となりました。この

結果、経常利益は、前年同期比 32 百万円増加し 34 億 43 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

同 96 百万円増加し 24 億 73 百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 主要勘定につきましては、預金は、個人預金、法人預金及び地方公共団体預金がそれぞれ増加し、前

年度末比 628 億円増加し３兆 563 億円となりました。譲渡性預金を含めた預金等は、前年度末比 1,103

億円増加し３兆 1,821 億円となりました。なお、公共債・投資信託・個人年金保険等の預り資産は、投

資信託は増加しましたが、個人年金保険等や公共債の減少により、前年度末比 76 億円減少の 2,451 億円

となりました。貸出金は、事業性貸出金や地方公共団体向け貸出金等の増加により、前年度末比 166 億

円増加し１兆 9,288 億円となりました。有価証券は、リスク圧縮の観点から国債、地方債及び外国証券

等を売却したことにより、前年度末比 1,551 億円減少し 7,906 億円となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 2023 年３月期の第２四半期（累計）及び通期の業績予想につきましては、2022 年５月 13 日公表の予

想値から変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

現金預け金 643,722 795,001

コールローン及び買入手形 － 657

買入金銭債権 13,718 13,938

商品有価証券 9 26

金銭の信託 1,980 2,148

有価証券 945,823 790,686

貸出金 1,912,228 1,928,878

外国為替 14,433 11,563

その他資産 69,176 67,042

有形固定資産 34,597 34,383

無形固定資産 2,380 2,178

退職給付に係る資産 3,968 4,100

繰延税金資産 19 192

支払承諾見返 5,446 5,668

貸倒引当金 △14,807 △14,397

資産の部合計 3,632,696 3,642,069

負債の部

預金 2,993,467 3,056,347

譲渡性預金 78,307 125,796

コールマネー及び売渡手形 13,487 －

債券貸借取引受入担保金 57,330 56,804

借用金 281,177 204,708

外国為替 2,642 134

その他負債 39,425 38,717

退職給付に係る負債 75 76

役員退職慰労引当金 5 6

睡眠預金払戻損失引当金 524 488

繰延税金負債 2,038 66

再評価に係る繰延税金負債 4,146 4,146

支払承諾 5,446 5,668

負債の部合計 3,478,074 3,492,960

純資産の部

資本金 25,000 25,000

資本剰余金 9,699 9,702

利益剰余金 99,997 101,427

自己株式 △1,466 △1,457

株主資本合計 133,231 134,672

その他有価証券評価差額金 13,820 4,884

繰延ヘッジ損益 △1,951 68

土地再評価差額金 8,651 8,651

退職給付に係る調整累計額 663 636

その他の包括利益累計額合計 21,184 14,241

新株予約権 69 58

非支配株主持分 137 136

純資産の部合計 154,622 149,108

負債及び純資産の部合計 3,632,696 3,642,069
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

経常収益 11,066 18,451

資金運用収益 7,502 7,595

（うち貸出金利息） 4,748 4,796

（うち有価証券利息配当金） 2,700 2,668

役務取引等収益 1,963 1,934

その他業務収益 477 7,424

その他経常収益 1,123 1,497

経常費用 7,655 15,008

資金調達費用 287 152

（うち預金利息） 70 65

役務取引等費用 586 580

その他業務費用 754 8,715

営業経費 5,695 5,533

その他経常費用 331 25

経常利益 3,411 3,443

特別利益 17 88

固定資産処分益 17 88

特別損失 5 14

固定資産処分損 2 1

減損損失 3 12

税金等調整前四半期純利益 3,422 3,517

法人税、住民税及び事業税 911 70

法人税等調整額 131 974

法人税等合計 1,043 1,044

四半期純利益 2,378 2,473

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,377 2,473
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 2,378 2,473

その他の包括利益 272 △6,942

その他有価証券評価差額金 899 △8,918

繰延ヘッジ損益 △505 2,019

退職給付に係る調整額 1 △26

持分法適用会社に対する持分相当額 △123 △17

四半期包括利益 2,651 △4,469

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,649 △4,469

非支配株主に係る四半期包括利益 1 0
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（３）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

（単位：百万円） 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 25,000 9,699 99,997 △ 1,466 133,231 

当第１四半期連結会計期間末 

までの変動額(累計) 

剰余金の配当 △ 1,043 △ 1,043 

親会社株主に帰属する 

四半期純利益(累計) 

2,473 2,473 

自己株式の取得 △ 0 △ 0 

自己株式の処分 2 9 11 

当第１四半期連結会計期間末 

までの変動額(累計)合計 

― 2 1,429 8 1,441 

当第１四半期連結会計期間末 

残高 

25,000 9,702 101,427 △ 1,457 134,672 

（５）会計方針の変更 

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用) 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下

「時価算定会計基準適用指針」という。)を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会

計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな

会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる当四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（６）追加情報 

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定については、

前連結会計年度の有価証券報告書の「第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 (1) 連結財務諸表 注

記事項（重要な会計上の見積り）」に記載した内容から重要な変更はありません。
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３．決算説明資料

（１）２０２３年３月期 第１四半期の損益概況（単体）

（3カ月間）

18,812 11,338 7,474 26,200

7,699 8,461 △ 762 71.80% )

9,004 8,823 181

7,821 7,555 266

1,169 1,184 △ 15

△ 1,291 △ 277 △ 1,014

△ 1,304 △ 361 △ 943

(△) 5,536 5,662 △ 126

(△) 2,681 2,765 △ 84

(△) 2,526 2,529 △ 3

(△) 328 367 △ 39

2,163 2,799 △ 636

3,467 3,160 307

2,740 2,485 255

(△) － － －

2,163 2,799 △ 636

1,550 778 772

(△) 3 109 △ 106

408 148 260

46 24 22

529 247 282

568 467 101

3,713 3,577 136 3,900

74 11 63 95.20% )

3,787 3,588 199

(△) 1,007 1,004 3

2,780 2,584 196 3,400

△ 405 △ 39 △ 366

△ 452 △ 63 △ 389

 (注)１ コア業務粗利益 ＝ 業務粗利益 － 債券関係損益

 (注)２ 実質業務純益 ＝ 業務粗利益 － 経費（除く臨時処理分）

 (注)３ コア業務純益 ＝ 実質業務純益 － 債券関係損益

 (注)４ 与信関係費用 ＝ 一般貸倒引当金繰入額 ＋ 不良債権処理額 － 貸倒引当金戻入益

 (注)５ 実質与信関係費用 ＝ 与信関係費用 － 償却債権取立益

（3カ月間）

2023年3月期 2022年3月期

第1四半期 第1四半期 前年同期比

税 金

コ ア 業 務 純 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

物 件 費

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

コ ア 業 務 粗 利 益 (注)１　

（3カ月間）

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

償 却 債 権 取 立 益

実 質 業 務 純 益 (注)２　

(注)３　

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

コア業務純益 (除く投資信託解約損益 )

経 常 利 益

特 別 損 益

実 質 与 信 関 係 費 用 (注)５　

税 引 前 四 半 期 純 利 益

2023年3月期

（単位：百万円）

81.76% )

四 半 期 純 利 益

与 信 関 係 費 用 (注)４　

法 人 税 等

業績予想

中間期

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

う ち 債 券 関 係 損 益

人 件 費

業 務 純 益

臨 時 損 益

不 良 債 権 処 理 額

( 進捗率

( 進捗率

( 進捗率

コア業務粗利益は、資金利益の増加により、前年同期比１億81百万円増加の90億４百万円となりました。コア業務

純益は、経費の減少により、前年同期比３億７百万円増加の34億67百万円となりました。株式等関係損益や貸倒

引当金戻入益は増加しましたが、債券関係損益の減少等により、経常利益は、前年同期比１億36百万円増加の37

億13百万円となりました。四半期純利益は、前年同期比１億96百万円増加の27億80百万円となりました。
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体）

（単位：百万円） （参考）（単位：百万円）

3,527 3,285 3,475

37,483 34,496 37,595

4,222 3,818 4,605

45,233 41,601 45,677

2.29 ％ 2.17 ％ 2.33 ％

（３）自己資本比率（国内基準）

(単体) （単位：百万円） （参考）（単位：百万円）

① 自 己 資 本 比 率 （ ② ／ ③ ） 8.81 ％ 8.87 ％ 8.78 ％

② 自 己 資 本 の 額 134,989 130,051 132,913

③ リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額 1,531,534 1,465,207 1,513,716

④ 総 所 要 自 己 資 本 額 61,261 58,608 60,548

(注) 総所要自己資本額は、リスク・アセットの額に4％を乗じた額であります。

(連結) （単位：百万円） （参考）（単位：百万円）

① 自 己 資 本 比 率 （ ② ／ ③ ） 9.11 ％ 9.18 ％ 9.10 ％

② 自 己 資 本 の 額 140,474 135,523 138,705

③ リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額 1,541,508 1,474,690 1,523,926

④ 総 所 要 自 己 資 本 額 61,660 58,987 60,957

(注) 総所要自己資本額は、リスク・アセットの額に4％を乗じた額であります。

総 与 信 残 高 に 占 め る 割 合

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

合 計

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

金融再生法ベースの不良債権は、前年同期末比36億32百万円増加し452億33百万円となりました。前年度末

比では４億44百万円減少しました。総与信残高に占める割合は、前年同期末比0.12ポイント上昇し2.29％と

なりました。前年度末比では0.04ポイント低下しました。

単体自己資本比率は、前年同期末比0.06ポイント低下し8.81％となりました。前年度末比では0.03ポイン

ト上昇しました。連結自己資本比率は、前年同期末比0.07ポイント低下し9.11％となりました。前年度末比

では0.01ポイント上昇しました。
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（４）有価証券の評価差額（単体）

（単位：百万円） （参考）（単位：百万円）

 評価差額  評価差額

(注)１ その他有価証券については、時価評価しておりますので、評価差額は貸借対照表計上額(時価)と取得原価との差額を計上しております。

(注)２ 満期保有目的の債券はありません。

（５）貸出金残高（単体）

（単位：百万円）（参考）（単位：百万円）

（６）預金等残高（単体）

（単位：百万円）（参考）（単位：百万円）

3,075,447

1,915,206

356,793

330,440

307,547

314,321 10,875 12,708

2022年3月末

8,2041,833 308,796 5,965△ 2,239

時価

うち益 うち損

う ち 住 宅 ロ ー ン

そ の 他 284,375 △ 8,051

1,928,510

16,610

△ 2,170

930,368

2022年3月末2021年6月末

うち益

43,109

時価

うち損

38,883

2022年6月末

790

958

770,157 6,388

時価  評価差額

16,10122,489

45,897

うち損うち益

17,568

4,130 12,182

(注) 預金等 ＝ 預金 ＋ 譲渡性預金

その他有価証券

株 式

債 券 439,884

18,50949,788 19,720

2,960 566,258 8,288

21,546

8,854

979

4,225 31,424 12,219925,839 19,204

1,825 48,151 19,488

566 568,892 5,970 3,0352,934

1,874,540

1,331,281

う ち 中 小 企 業 向 け 貸 出 金 1,009,174

314,585

1,371,719

358,154

2022年6月末

う ち 個 人 ロ ー ン

貸 出 金 残 高

2022年6月末

2021年6月末 比 較

314,033 552

預 金 等 残 高 3,185,883 3,043,359 142,524

う ち 個 人 預 金 1,943,458 1,901,744 41,714

53,970

40,438

3,976

332,029

354,178

4,906327,123

う ち 地 方 公 共 団 体 向 け 貸 出 金

972,436 36,738 1,005,953

1,911,893

1,367,342

2022年3月末比 較2021年6月末

う ち 中 小 企 業 等 貸 出 金

その他有価証券の評価差額は、外国証券等の評価が悪化したことから前年同期末比324億95百万円減少（減少率

83.57％）し63億88百万円となりました。前年度末比では128億16百万円減少（減少率66.73％）しました。

貸出金残高は、中小企業等貸出金が増加したこと等から、前年同期末比539億70百万円増加（増加率2.87％）し１兆

9,285億10百万円となりました。前年度末比では166億17百万円増加（増加率0.86％）しました。

預金等残高は、個人預金、法人預金、地方公共団体預金に加え譲渡性預金も増加し、前年同期末比1,425億24百万円

増加（増加率4.68％）の３兆1,858億83百万円となりました。前年度末比では1,104億36百万円増加（増加率3.59％）し

ました。
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（７）預り資産残高（単体）

① 預り資産残高【総額】

（単位：百万円）（参考）（単位：百万円）

245,198 253,094 △ 7,896 252,830

14,563 15,990 △ 1,427 14,593

67,479 59,007 8,472 67,242

163,154 178,096 △ 14,942 170,994

② 預り資産残高【個人】

（単位：百万円）（参考）（単位：百万円）

237,417 245,687 △ 8,270 245,427

10,481 11,323 △ 842 10,616

63,780 56,266 7,514 63,816

163,154 178,096 △ 14,942 170,994

公 共 債

投 資 信 託

個 人 年 金 保 険 等

預 り 資 産 残 高

預 り 資 産 残 高

個 人 年 金 保 険 等

投 資 信 託

公 共 債

2022年3月末

2022年6月末 2021年6月末 比 較 2022年3月末

2021年6月末 比 較2022年6月末

預り資産残高【総額】は、投資信託は増加しましたが、個人年金保険等及び公共債は減少し、前年同期末比78億

96百万円減少（減少率3.11％）の2,451億98百万円となりました。前年度末比では76億32百万円減少（減少率

3.01％）しました。
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